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A −11　　 1歳以降にシ リ
ーズ形成性の tenic　spasms を

　　　　　きたした症例の 臨床的検討

A −12　 軽症胃腸炎に伴うけし

国立療養所西新潟 中央病院 てんか んセン タ
ー

小児科
1

国立療養所西新潟中央病院 てんか ん セ ンタ
ー

目謝 鰹外科
2

遠 山潤
1

金澤治
1

亀 山茂 樹
2

三菱名古屋病院 小児科
1
名古屋 大学 医学部 小児科

2

植村直子
1
奥村彰久

3
根来民子 2

渡辺
一功 2

G 〔t）biらの い う面 α 遜c 剛 PS）は tCniC　spamSUS ）が シ リー

ズ を 形 成 し て 出 現 す る 発 作 型 で 、脳 波 で は

hy嘩 h畑 h｝悌）がみ られ な い の が 特 徴で、轍 症 候 群

（WS ）との 鑑 別が必要 であるとい わ れる。今回、1 歳以降にシ リ

ーズ形成性の rs をきた した症例を検討し、　rs につ い て考察

した。

【方法】当院で 診療中の 患児で、1歳以降にシ リ
ー

ズ形成性の

聡 をきたした症例 15例を対象として、基礎疾患、脳波所見、

治療経過 につ い て検討した 。 乳児期発症 WS の 再発例 は含

めなカn た。

【結果】原因 疾患としては、周産貝那章害3 例、髄膜炎・脳 炎・脳

症後 4 例、結節性硬化症 1例、皮質形成異常 1例、頭部外傷

1 例、変性疾 患 1 例、原因不明 症候性全般てん か ん及び

LemroxGaStmrt症候群 2例、原因不明 WS2 傚症候性 1例、

潜因性 1 働であっ た。発作間欠時脳波所見は diffUse　slow

spike　＆　wave 　complex （SSWQ に poly　spike を筋 もの 4 例、

SSWC に 國 車keσむ〉を伴うもの 3例、　FS の み 2例、局所 的

SWC3 例、　SWC に hypsを伴うもの 3例であっ た ， 発作瑚 畄波

記録 例で は、d〔町 n幗 on 　2 例、　SWC が 3 例で あっ た。

治療経過は 、抗痙攣剤の み で 改善1例、A   有効 4 例、

Acm 後抗痙攣酎 で改善 1例、外禾櫞 陏 効 1例、ケトン食

有効1例、発 作階 魅灘 7例（うちACIH 使用 1伊Dであっ た。

1考察】今回の 15例 中 3 例では発f儲 爿欠 曠 こは hyPSが み ら

れ   WS と思わ れ るが、他 12鮒 でiまWS 以外の 病態

で シ リース彬 成性 の rs を鰤 ・、　PS とい えると思 われ 鶴 これ

ら 置2 例は 欝 ゆ み で は 発f乍抑帯1が で きず ACIH は 6

例中3例に有効であっ た。発作時脳波は swc が多く、GCt）bi

らの 例の 楓 こ部分発作か ら PSが 開li台する例もあるようだ っ た

が確認はで きなかっ た。

【総括】1歳以降発症の PS を伴う12例は病因は 多様で あり、

発侑峙脳 波は SWC が多く、 抗酵 監反応が悪く難治であ

っ た。今後 PS 発作の 発現携騨 の 解明カミ期待され る。

【目 的 】軽 症 胃腸 炎 に 伴 うけ い れ ん （oon 魍   with

gamaterdS以下 C叺G と略す）は 状況関連性発f旬 ）
一

つ とし

て 、そ の 存在が 知 られ るように なっ た。今回は 我々 が経験し

た CwG の 臨宋的特徴にっ い て検討した。【対象および方法】

対象は 1995年か ら2000年の 問に 名古屋坤 亅・児科および

戀 完を受診し CwG と診断され た 105例 である。　CwG の

診断基準は（1）脱水や電解質異常の 認 められ ない 胃腸 炎に伴

っ て発症したけい れん 発作（2）最低 1回は体温力窰39℃未満で

の 発作がある（3）中枢神経感染症 やて んか ん を否定で きる、

の 条件をみ たすもの とし、これ らの 症 例につ い て可能 な限 り

患者の 家族か ら問診を行い、カル テ 上の 記 載と併せ て 臨床的

特徴を検討し起 【結果】男女比は 49対 跖 で 、初発年齣 ま生

後 12ヵ月未満は 7例」 2〜18ヵ月が 42例、19〜斛 ヵ月が 30

例、25 ヵ月以 上が 26 例で あっ た。無熱性けい れ ん の 家族歴

は 6例（6％）熱性けい れんの 家旛 ユ7例（7％）に認 められ

た。また熱閨ナい れ んの 合併は 5 例（5％）であっ た。再発例

は 9例 にそれぞ れ 】回ず つ み られ た。精神遅勤 発達は 全例

正 常で あっ た。便中ロ タウイル ス 蹶 ま 74例中 36例（49％）

で 陽性で あっ た。1回の エ ピソ
ードの けい れ ん回数は 1回が

28例、2 回が 30例、3回以上 が 56例で、その うち 7例で は 6

回以 上の 発作を認 めた。発f繝 欠HnPl波所見お よび画像は

全例で 異常が なか っ た。また痛み や 啼泣 により誘発 された と

思われ るけい れ んの エ ピ ソードが 衡 例中 眇 例 （44％ ）にみ ら

れ t 。【結論】従来報告された Csrdと比較し（1）けい れ んの

家族歴 が少な い （2）熱性けい れん の 合併が 少ない （3）処置

時などの 疼痛や啼泣に 誘発 されたけい れん が 認め られたこ

とが特徴的所見 と考えられ た。
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